
 

 

 

 

 

 

日時  2024年１１月１６日（土） 13：30～15：00 

場所  日本城郭研究センター 2階大会議室 

講師  溝下
みぞした

 和裕
かずひろ

 氏（神戸大学海事博物館特別専門員・株式会社船舶研究所相談役）  

1950年生まれ。神戸商船大学大学院研究科卒。専門は小型特殊船（作業船、中速艇、客船）の設

計・日本の木造船の歴史。1976年株式会社船舶研究所入社。論文に、「実海域におけるｴｽｺｰﾄﾀｸﾞﾎﾞｰ

ﾄが造る航走波と小型漁船の動揺計測実験」、「神戸港内のタグボートが造る航走波の実態調査」（以上

『日本航海学会論文集』）、「北前船の里を訪ねて（調査報告）」、「和船の活躍した時代の豪商」、

「記・紀に記された「船」」(以上『神戸大学海事博物館研究年報』) などがある。 

定員  １８０名（応募多数の場合は抽選） 

申込方法 事前申込制 下記①②いずれかの方法でお申し込みください。 

①  往復ハガキ（１通につき、１人まで） 10月21日（月）必着 

〒・住所・氏名(ふりがな)・電話番号を明記。返信ハガキに返送先の宛名を記入の上、下記申込先まで郵送して下さい。 

10月1日郵便料金が改訂されます。9月までの申し込みの際には、復信はがきに22円切手を貼り付けて投函してください。 

② インターネット申込（電子申請） ９月15日（日）～10月21日（月）17時まで 

城郭研究室HP「イベント」内のリンクからお申込みください。 

お問い合せ・お申込み先 

〒670-0012 姫路市本町68-258  姫路市立城郭研究室「和船」係 ℡ 079-289-4877 

城郭研究室HP  https://www.city.himeji.lg.jp/jyokakuken/  

四方を海に囲まれた日本では、古来より鉄道・自動車が内陸物流の主流を占める昭和初期まで、木造

船が物流の主役を担ってきました。姫路を望む播磨灘にも、多くの船が就航していました。今回の講演

では、日本の木造船の歴史を追いながら、独自の発達を遂げた「和船」のうち、播磨灘を通行した船に

ついてお話しします。飾磨津に寄港したことでも知られる北前船や弁才船など、その役割、特徴、構造、

船員の生活や、豆知識をご紹介します。 

「和船の歴史 播磨灘を行き交った船」 

 

概要  

 姫路市内には、中世に播磨の守護大名と

して君臨した赤松氏ゆかりの城がいくつか

残っています。坂本城跡と置塩城跡はその

代表といえるでしょう。平地に位置する坂

本城と険しい山上に築かれた置塩城には歴

史的なつながりがあり、最近の研究では16

世紀の初め頃を境に赤松氏の政治拠点が坂

本から置塩に移ったことなどが次第に明ら

かになってきました。今回はその２城につ

いて考古学による調査成果を紹介します。

桃山・江戸時代初期の武家の装い  

―千姫の小袖復元を通じて― 

令和６（2024）年度 第６回 城郭市民セミナー 

講師はなんと船の設

計者！ヨット航海もす

るそうですよ！ 


